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オオチョ ウパエの発育に及ぼす温度の影響

森原 修事 ・安江安宣

オオチョウバェ (Telmatoscopusalbipunctatus Williston)は，近年都市およびその

周辺において，ユスカリ類と同様に重要な衛生害虫となっている.Williams (1943)によ

ると，本種は熱帯地方に広〈分布し，日本には比較的近年侵入したものと考えられてい

る.Tokunaga (1953)は本種の圏内での発生が， 1953年頃福岡と大阪で見られたが，京

都より北の地方ではみられなかったと報告している.しかし，その後 森谷ら(1969)に

よって.本種の発生が1962年夏季に神奈川県で確認されている.このように，オオチョウ

バェが分布圏を次第に拡げていることは，南方系昆虫の北進現象を示す1例と思われる.

そこで，オオチョウパェの分布圏拡大の機構を解明するための基礎的知見を得ることを

目的とし室内実験を行ない，冬期の棲息温度が大きな要因と考えられるに至った.その結

果をここに報告する.

本実験を遂行するにあたって， 終始ご懇篤なご指導を賜わった岡山大学農業生物研究所兼久勝夫教

授，河田和雄助教授，積木久明助手に深謝の意を表する.

材料および方法

1.卵期間

1978年4月，倉敷市内の水洗便所で採集したオオチョウパエ成虫を，温度 250C，1日

16時間照明の条件下で累代飼育した.'餌として幼虫にはエピオス(日本薬局方「乾燥酵

母J，エピオス薬品工業株式会社製造〉の粉末に水を加えた混合物を.成虫には5%ショ
糖液を与えた.

供試卵として，上記の条件で数世代経たのち出現した成虫が産卵した6時間以内の卵を

用いた.卵は8温度段階(15-320C)1日16時間照明の条件に保持した.15-20oCでは

毎日定刻に， 22.50C以上では， 6時間ごとに鮮化状況を調べた. 各温度区における供試

卵数は200卵とした.

2.瞬化後の発育期間

それぞれの温度段階で12時間以内に瞬化した幼虫を，径4.5cm，高さ1.5cmのシャ

ーレにろ紙を敷き，水約 4ml，ェピオス約 0.05gを入れて個体別に飼育した.観察は毎

日定刻に行ない， 3日ごとにエピオスを耳かき 1杯分と適量の水を与えた.明暗条件は1

日16時間照明とした.

3.成虫の生存期間，交尾時間，交尾回数，産卵前期間及び産卵数

明暗条件は1日16時間照明で実施した. 羽化直後の成虫を 15-320Cの4変温区に移

し，生存期聞を調べた.成虫の飼育はプラスチック容器(径 9.5cm，高さ 5.5cm)内で
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行ない，餌として5%ショ糖液を与えた.
交尾時間および交尾回数については， 250Cの置温室内で観察した. 産卵前期間と産卵

数についても 250Cの恒温室内で測定した.

実験結果

1.卵期間に及ぼす温度の影響

各温度における瞬化率と卵期聞を第1表に示す. 温度 15~250C の範囲では発育速度と

卵の発育と温度との関係

最短--.

温度の聞にほぼ直線関係が認められ

た.しかし，高温過ぎると障害が現わ

れ， 320Cでは発育速度は鈍化し， 350C

では解化が全く見られなかった. 15~ 

250Cの範囲内の温度(X)とそれに対 30 

応する発育期間 (Y)の関係について発

回帰式を求めると，1/Y=-O.35+ 育

0.032X， (R=O.9867)となった.この

式から理論上の発育零点と有効積算温期 a
度を求めると， 10.80C， 31. 0日度と聞

2. "化後の発育期間に及liす温度 目

の影響

瞬化後の発育期間と温度の関係を第

1図に示す. 14~250C の範囲では，

温度の上昇に伴い幼虫の発育期間は短

くなった.一方，踊期間も温度上昇に

伴って短くなり， 250Cで最も短くな

った. 14~250C の範囲の 5 点で回帰

法により理論上の発育零点，有効積算

第 1表

守・cF 乎今春雨
15 7.4土1.30・
17.5 4.6土0.25

20 3.0土O.15 

22.5 2.8土O.12 

25 2.2土O.13 

32 1.9土O.15 

35 

*;標準備差.

なった.
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4.3-5.5 

2.5-4.1 

2.5-3.5 

2.0-2.6 

1. 6-2.4 

発育速度 "安寧rn 
O. 13514 84.0 

0.21739 99.5 

0.3お33 99.0 

0.35714 94.5 

0.45455 97.0 

0.52632 94.0 。
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第1図卵，幼虫及び納期間と温度との関係

(…Q-幼虫 _..-崎一・一卵〕
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温度を求めると第2表のような結果が得られ 第2表卵，幼虫，婦の発育零点と

た.幼虫，踊の死亡率は第3表に示すように 有効積算温度

320Cで最も高くなった. 11 明去点有キ種手度

温度 19-250Cの範囲内における齢別の死亡 gs 10.8 31. 0 

率を比較すると，1齢幼虫が最も高く，以下2 幼 虫 10.3 161. 1 

齢， 3齢， 4齢幼虫の順に低くなる傾向が見ら 鍋 9.4 52.6 

れた. ss 蝋 9.9 250.5 

第3表 幼虫期間，蝋期間の死亡率(%)

五尊iT〉 14 11.6 19'・ 22.5 25 32 

l 齢 5.7 4.0 21. 8 4.0 4.1 23.5 

2 齢 0.6 4.0 3.4 4.0 12.3 6.1 

3 齢 0.6 1.0 2.3 1.0 。 4.1 

4 齢 1.1 2.0 。 。 。 16.3 

1-4齢 8.0 11.0 27.6 9.0 16.4 50.0 

両者 1.7 1.0 。 。 。 12.2 

3.成虫の生活史

成虫は 250Cでは羽化後1-2日後から交尾行動にはL、る.その様子を第2図と第3図

に示す.交尾時間は平均約4分間であったが， 20分以上も交尾を続ける個体も見られた.

交尾については他の多くの昆虫に見られるように，維は複数回交尾し，雌はほとんど1回

しか交尾しなかった.

産卵行動は交尾の有無にかかわらず，羽化後2-3日目から始まる.産卵状況は第4図

と第5図に示す.産卵は1日でほとんど終了し，卵は水際に産みつけられた.産卵数は

100-350卵で，その平均は約240卵であった.

平均産卵教は，森谷ら(1969)が報告している抱卵数120-328(平均241土16.6)卵と

ほぼ一致していた.産卵習性は，武術(1959)がヒ

ツジキγバェ Luciliacuprinaで明らかにしたよ

うに，複数の雌が同一場所に集中産卵する傾向が見

られた.
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第 4表 成虫の生存期間と温度との関係 (1日16時間照明)

温("C) 
度 性 個 ( 体頭)数 平均務期間 最長の〈生日存)期間 .

15 
8 17 15.9土4.57・ 26 
♀ 16 23.4土6.11 32 

20 
8 19 10.9土3.60 16 
g 17 12.3士2.75 17 

25 
8 86 7.8土2.55 14 

♀ 65 8.7土2.43 15 

32 
8 38 7.2土2.30 11 
g 20 7.9土3.09 14 

事:標準偏差

寿命と温度との関係について調べた結果を第4表に示す.寿命は雌雄とも高温で短くな

る傾向がみられたが，各温度区とも雌のほうが長命であった.

考 察

各齢期聞の発育は温度上昇に伴って促進される. しかし 320Cでは幼虫の発育遅延が生

じ，また，他の温度区に比べて1齢， 4齢幼虫，踊の死亡率がかなり高くなった.このこ

とから， 320Cのような高温では，発育に障害が生じるものと思われる. 補助観察として

350C， 1日16時間照明条件下で幼虫各齢を飼育すると， 4齢幼虫以外では齢が進んだが，

実験開始1週間後には全ての幼虫が死亡していた.以上の結果から，卵，幼虫，踊の発育

高温限界は 32-350Cにあることが推定される.

内田(1957)は種々の昆虫の発育零点を調べ，大部分の見虫では 100C前後に位置し，

北方種の発育零点が南方種よりも低い傾向にあることを指摘している.伊藤(1975)も，

84 農 学研究



第 5表 ハエ類幼虫の発育零点の推定値

和名 』守4与』 名

Musca domestica イエハエ

セ γチユクパェ

ナミエクパェ

Boettcherisca peγegγina 

Paγasaγcophaga similis 

シリアカエクパェ

クロキ γ パェ

オオチョウパェ

Parasarcophaga crassipalpis 

Phormia regina 

Telmatoscopus albipunctatus 

変温動物数種の発育限界温度の推定値

を比較し，亜寒帯のものは亜熱帯のも

のに比較して発育限界温度が低い傾向

にあることを述べている.

そこで，オオチョウバエと他のハエ

温

の幼虫発育零点の比較をしてみると， 一

30 

20 

温度c.c) 著 者

8.9 Feldman-Muhsam 1944 

5.5 武 衛 1978 

3.0 " 1978 

9.2 " 1978 

9.5 " 1970 

10.3 

I • ，、
.，0 .. 

第5表に示すように本種は最も高い発ぞ 10

育零点を示した.本種は幼虫越冬し } 0-'..0'-。

(Makiya 1976)，なお北進現象を示す

のは，冬期間の水温が外気温より高い

(第6図)浄化槽内で越冬し，夏の聞

に分布域を広げるものと考えられる.

浄化槽内の水温と有効積算温度から，

浄化槽内でのオオチョウバエの年開発

。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

(月)
第6図 1979年の倉敷の月平均気温と浄化槽の

月平均水温

C…0・・・気混 一・一水温)

生回数は，倉敷では， 10-11回と推定された.

摘 要

オオチョウバエの生態を明らかにするための基礎的知見を得ることを目的とし，室内実

験を行い，次の結果を得た.

1 ) 卵の発育期間は 15-320Cの範囲で，幼虫，踊の発育期聞は 14-250Cの範囲で，

温度上昇に伴い短くなった.それぞれの温度と発育期間の関係から，発育零点と有効積算

温度を求めると，卵:10.80C， 31日度， 幼虫:10.30C， 161日度， 踊:9.40C， 53日度と

なった.

2) 成虫は温度 250C，16時間照明の条件では， 羽化後1日目から 2日目にかけて交尾
し，その時間は平均4分で，中には20分以上も交尾しているものも見られた. 交尾回数

については，雄は多数回(平均約4.6回)で，大部分の雌は1回であった.

3) 産卵行動は交尾の有無にかかわらず羽化後2，3日から始まり，ほとんどの雌は1

日の聞に水際に産卵した.産卵数は 100-350 卵(平均約 240~のであった. 産卵習性と

して，複数の雌が同一場所に集中産卵する傾向が見られた.

4) 成虫の寿命は温度の上昇に伴って短縮される傾向があり，雌が雄より長く CO.7-
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7.5日)，最長は 150Cの32日(雌〉で，最短は 320Cの11日(雄〉であった.

5) 南方系である本種が北方へ分布域を拡げているのは， 幼虫越冬を可能とする浄化

槽を接息場所としているからと考えられる.
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